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県
は
、
８
月
　
日
午
後
２
時
か
ら

２４

兵
庫
県
民
会
館
（
神
戸
市
）
で
「
旧

軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
旧
軍
人
ま
た
は
そ
の
遺

族
で
恩
給
受
給
権
を
有
す
る
可
能
性

の
あ
る
人
を
対
象
に
各
種
恩
給
制
度

の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
県
社
会
援
護
課
（
０
７

８
・
３
６
２
・
３
２
０
４
）
へ
。

　
怯
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
に

つ
い
て
　
期
間
は
来
年
３
月
　
日
ま

３１

で
。
対
象
区
間
は
舞
鶴
若
狭
道
（
吉

　
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
対
象
と
な
る
疾
病
が

７
月
１
日
か
ら
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
皮
腫
、
石
綿
に
よ
る
肺
が
ん
に

加
え
て
、
「
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害

を
伴
う
石
綿
肺
・
び
ま
ん
性
胸
膜
肥

厚
」
が
救
済
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
り
、
現
在
療

養
中
の
人
や
生
計
が
同
一
で
あ
っ
た

遺
族
の
人
は
、
労
災
補
償
な
ど
の
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
救
済
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
問
合
せ
は
保
健
所

保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・

２
６
・
３
６
８
１
）
へ
。

　
市
は
、
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
の

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
国
・

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
主
催
ま
た
は

後
援
す
る
商
談
会
の
参
加
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
３
８
７
）へ
。

　
【
補
助
金
額
】
参
加
費
用
の
　
％
５０

以
内
（
上
限
７
０
０
０
円
）
　
※
１

企
業
に
つ
き
同
一
年
度
１
回
に
限
る

　
「
人
権
擁
護
委
員
」
は
、
差
別
や

嫌
が
ら
せ
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
７
月
１
日
付
け
で
、
次

の
２
人
が
「
人
権
擁
護
委
員
」
と
し

育
、
文
化
な
ど
に
係
る
寄
付
金
も
あ

り
ま
す
。

　
問
合
せ
は
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
７
６
）

へ
。
　
【
申
込
】
所
定
の
申
請
書
を
政
策

推
進
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５

６
７
六
湛
寺
町
　
―
３
市
役
所
本
庁

１０

舎
４
階
）
へ
持
参
か
郵
送
を
　
※
申

請
書
は
同
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は

ペ
ー
ジ
下
参
照
）
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
市
は
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付

を
募
り
、
甲
子
園
球
場
周
辺
の
環
境

整
備
な
ど
に
活
用
す
る
「
ふ
る
さ
と

西
宮
・
甲
子
園
寄
付
金
」（
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
寄
付
金
の
う
ち
５
０
０
０
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
定
額
を

上
限
に
所
得
税
や
個
人
住
民
税
の
控

除
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
思
い
を
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
西
宮
・
甲
子

園
寄
付
金
」
以
外
に
も
、
福
祉
、
教

川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
小
浜
西
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
。

詳
し
く
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.m
lit.go.jp/

road/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
合

せ
は
兵
庫
国
道
事
務
所
（
０
７
８
・

３
３
１
・
４
４
９
８
）
へ

　
怯
人
権
問
題
文
芸
作
品
「
の
じ
ぎ

く
文
芸
賞
」
の
作
品
募
集
　
募
集
作

品
は
、
人
権
の
大
切
さ
や
人
権
課
題

の
解
決
に
関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た

小
説
、
随
想（
手
記
・
作
文
）、
詩
、

創
作
童
話
。
自
作
の
未
発
表
作
品
に

限
る
。
在
勤
・
在
学
者
可
。
応
募
は

９
月
　
日
ま
で
。
応
募
方
法
な
ど
問

２１

合
せ
は
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
（
０

７
８
・
３
８
２
・
３
４
７
１
）
へ

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
　
年
６
月
　

２５

３０

日
ま
で
で
す
。

　
問
合
せ
は
啓
発
推
進
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
３
１
８
）
へ
。

　
【
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
】
川

村
暁
雄（
大
屋
町
）、
万
竝
建
二
（
山

口
町
下
山
口
３
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
「
現

況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
は
「
所
得
状
況
届
」
を
、
次

の
期
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
が
遅
れ
る
と
　
月
ま

１１

た
は
　
月
の
手
当
の
振
込
み
が
一
時

１２

的
に
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
は
子
ど
も
手
当
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
９
０
）へ
。

　
【
提
出
期
間
・
場
所
】
８
月
　
日
１１

～
　
日
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
に
子

２５
ど
も
手
当
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
　
※
　
日
の
日
曜
の
み
市

２２

役
所
東
館
７
階
で
受
付

　
生
後
　
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い

９１

る
人
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
、
毎
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
録
は
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予
防
注
射

を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
動

物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
（
動
物

病
院
で
登
録
の
手
続
き
を
あ
わ
せ
て

で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）
。

　
問
合
せ
は
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

（
０
７
９
８
・
８
１
・
１
２
２
０
）へ
。

　
【
料
金
】
登
録
…
３
０
０
０
円
▽

狂
犬
病
予
防
注
射
…
３
２
０
０
円

　
市
は
、「
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾
（
宮

塾
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」
。
だ
れ
で

も
で
き
る
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
防
災
や
食
な
ど
の
分
野
の
専

門
家
が
４
回
に
わ
た
り
講
演
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
無
料
。
各
回
の
講
演

テ
ー
マ
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
。

　
案
内
チ
ラ
シ
は
景
観
ま
ち
づ
く
り

グ
ル
ー
プ（
市
役
所
南
館
３
階
）、
市

役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所
横
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参

◆
市
か
ら

◆
官
公
署
か
ら

◆
そ
の
他

　
鳴
尾
浜
臨
海
公
園
南
地
区
内
に

あ
る
「
リ
ゾ
鳴
尾
浜
」
は
、
年
中

泳
げ
る
プ
ー
ル
や
温
泉
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え
た

市
の
健
康
増
進
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
唯
一
の
厚
生
労
働

省
認
定
の
指
定
運
動
療
法
施
設
と

し
て
、
西
宮
市
医
師
会
と
連
携
し

て
、
医
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
指

導
や
助
言
を
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
阪
神
甲

子
園
駅
南
側
か
ら
運
行
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
リ
ゾ
鳴
尾
浜
（
０
７

９
８
・
４
２
・
２
１
６
１
）
へ
。

　
※
リ
ゾ
鳴
尾
浜
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.reso.jp/

）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

　
【
開
館
時
間
】
午
前
　
時
～
午

１０

後
　
時
（
受
付
は
９
時
）
　
※
８

１０
月
の
土
・
日
曜
お
よ
び
　
日
ま
で

１６

は
午
前
９
時
半
か
ら
。
　
月
～
来

１０

年
３
月
の
日
曜
・
祝
日
は
午
後
８

時
（
受
付
は
７
時
）
ま
で

　
【
休
館
日
】
水
曜
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
次
の
平
日
が
休
館
）。

た
だ
し
、
８
月
は
無
休

　
【
入
館
料
】
プ
ー
ル
・
温
泉
…

１
７
０
０
円
（
中
学
生
１
３
０
０

円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
、
３
歳

～
小
学
校
入
学
前
７
０
０
円
）
　

※
午
後
５
時
以
降
は
割
引
あ
り
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リゾ鳴尾浜 

市
内
中
小
企
業
の

　
販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト

市
内
の
２
人
が

　
人
権
擁
護
委
員
に

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
の

救
済
対
象
の
疾
病
が
追
加

手
続
き
は
８
月
　
日
ま
で

２５

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

犬
の
登
録
・
狂
犬
病

　
予
防
注
射
は
し
ま
し
た
か

リ
ゾ
鳴
尾
浜

み
ん
な
い
き
い
き
健
康
づ
く
り

プールや温泉でリフレッシュを

旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

講師講演テーマ開催日
関西学院大学教授・
室﨑益輝さん

安全・安心のまちづくり
～どこでも・だれでもできる28日8月

神戸大学名誉教授・
保田茂さん

食と農から考える
まちづくり18日9月

兵庫県立福祉のまちづくり研究
所特別研究員・室﨑千重さん

人と暮らしからみる
まちづくり23日10月

関西学院大学客員研究員・
松本清一郎さん

手作りまちづくり
～想いをかたちに6日11月

照
）
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
西
宮
」
の
中
の

「
都
市
計
画
・
開
発
等
」
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
問
合
せ
は
景
観
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
５
２
６
）
へ
。

　
【
日
程
・
会
場
】
８
月
　
日
～
　

２８

１１

月
６
日
の
土
曜
（
４
回
）
午
前
　
時
１０

か
ら
西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
で

　
【
定
員
】
各
１
４
５
人
。
当
日
先

着
順（
受
付
は
午
前
９
時
　
分
か
ら
）

５０

　
※
託
児
あ
り
（
対
象
は
小
学
校
入

学
前
。
要
申
込
。
申
込
は
各
開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で
）

対象各賞（部門）
おおむね10年以内に市内に完成した次のいずれ
かのもので、優れた景観を創るモデルとなるもの

▽建築物 ▽工作物 ▽一体的に造られた建築物群
（これらに付属する屋外空間の構成や植栽を含む）

①まちなみ建築賞
（建築部門）

おおむね５年以内に市内で造られた看板などの屋
外広告物で、まちなみに対する配慮と優れたデザ
インにより良好な景観を形成しているもの

②屋外広告デザイン賞
 （屋外広告部門）

市内で行われている継続的な活動により良好な景
観を形成しているもの

③まちなみづくり活動賞
（活動部門）

①～③の部門の応募作品および活動の中から、西
宮まちなみ発見クラブのメンバーが選定します

特別賞
（まちなみ発見クラブ賞）

　
【
６
月
分
】《
市
あ
て
》
★
「
青
い

鳥
」
福
祉
基
金
へ
　
村
田
泰
造
、
松

本
寅
以
、上
甲
子
園
２
丁
目
福
寿
会
、

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
＝
合
計
９
万
４
９
８

２
円

　
《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》
★
善

意
銀
行
へ
　
善
意
の
日
の
つ
ど
い
参

加
者
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
　２２

団
、
グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん
ぼ
、
大
倉

徳
子
、
匿
名
１
件
＝
合
計
１
０
２
万

４
１
７
１
円
　
★
物
品
の
寄
付
　
雑

賀
雅
行
（
車
い
す
な
ど
）
、
匿
名
２

件
（
紙
お
し
め
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

猿西宮市都市景観賞の対象猿

　
市
は
、「
西
宮
市
都
市
景
観
賞
」

へ
の
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
都
市
景
観
賞
は
、
良
好
な
景
観

の
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
建
築
物

や
屋
外
広
告
物
、
活
動
な
ど
を
表

彰
す
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

も
の
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
建
築
物

や
広
告
物
、
ま
ち
な
み
へ
の
心
遣

い
が
感
じ
ら
れ
る
活
動
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
【
応
募
方
法
】
所
定
の
応
募
用

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参
照
）
の
「
ビ

ジ
ネ
ス
西
宮
」
の
中
の
「
都
市
景

観
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
【
選
考
】
専
門
家
で
構
成
さ
れ

た
選
考
委
員
会
お
よ
び
市
民
で
構

成
さ
れ
た
西
宮
ま
ち
な
み
発
見
ク

ラ
ブ
が
選
考

　
※
結
果
は
　
月
ご
ろ
市
の
ホ
ー

１２

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
、
入
賞

作
品
の
推
薦
者
に
は
市
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・

イ
ヤ
リ
ン
グ
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

紙
を
郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
８
月
　１０

日
～
９
月
　
日
（
郵
送
の
場
合
消

３０

印
有
効
）
に
景
観
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５
６
７

六
湛
寺
町
　
―
３
市
役
所
南
館
３

１０

階
☎
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
２

６
死vo_keim

achi@
nishi.or.

jp

）へ
。持
参
も
可
　
※
応
募
用
紙

は
同
グ
ル
ー
プ
、
市
役
所
本
庁
舎

１
階
総
合
案
内
所
横
、
各
支
所
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク

タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各
公
民

館
・
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ

< 講演テーマ・講師 >


